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ヒポクラテスの「誓い」を読む（3）

―「誓い」の共同体―

川田 殖

　本稿では，西洋古代世界に見られる医療共同体のいくつかを対比させながら，ヒポクラテスの「誓

い」が採用された共同体がいかなるものかを想定し，そこに見られるいくつかの特徴を考察した。特

にそこに見られるいわゆる「家父長的性格」について，それ自体の分析を行うとともに，わが国にお

ける類似の形態についても言及し，将来の進路を考えるための一助とした。

キーワード：誓い，ヒポクラテス，共同体

1

　数年前，ギリシアや地中海沿岸を旅しながら，新し

く気付き感じ入った事柄が幾つかあった。その中の一

つにエピダウロスとコス島の神域の共通性ということ

がある。前者はアカイアとペロポネソス半島を結ぶ地

峡部近くに位し，典型的な野外劇場を持つ芸術の場と

して，また後者はエーゲ海東南部に浮かぶ島であり，

医聖ヒポクラテスの生地また教育活動の地として，と

もに昔からよくその名を知られてきた。しかし行って

見ると前者には野外劇場の傍らにアスクレピナスの神

殿があり，種々の治療所をそなえ，一大病院の観があ

る1）。後者にも劇場がある2）。さらによく見ると，リハ

ビリテーション・センター，浴場，宿泊施設などが両

者にあり，いっそうの類似性が感じとられる。

　それもそのはず，この両者は元来ともにアスクレピ

エイオン（アスクレビオスの神殿）と称された神殿聖

域であって，ギリシア古典期，ヘレニズム時代を通じ

て盛況を呈した神殿医療（temple　medicine）の中心地

であったからである。その当時の様子を川喜田愛郎氏

は次のように想定されている3）。

　　アスクレピエイオンは多くは郊外の丘にある小川

　　や清い泉をもった聖域であった。神殿がその中心

　　にあるのはもちろんだが宿泊所（病院），水浴場（し

　　ぼしぼ鉱泉浴），ギムナジウム，野外劇場などの設

山梨県中巨摩郡玉穂町山梨医科大学哲学・倫理学

（受付：平成2年9月6日）

　　備をもった一種のサナトリウムでもあった。徒歩

　　で，あるいは騙馬に乗ってそこにやっとたどりつ

　　いた多くは慢性の病気に悩む患者たちが，その清

　　浄で静かな環境と，ところ狭しと飾られた奉納品

　　（votives）一かつてそこで回復した病人たちの感

　　謝のこもった捧げ物で，それぞれの病徴をあらわ

　　した彫刻，レリーフの類や，その奇蹟的な快癒の

　　記録を刻んだ大理石板など一からうけとる印象に

　　は，浅からぬものがあったに相違ない。さまざま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クライマツクス
　　な難症がその日から好転に向う。神癒の中心の

　　行事はしかし，言うところのインクバチオ（incu’

　　bation，　koimesis）にあった。とある夜，患者は神

　　殿の背景にある至聖所（abaton）に導かれ，そこ

　　で聖なる眠りのうちに神の来臨を待つ。突然，ア

　　スクレビオスが女神ヒュギエイァ（Hygieia）およ

　　び蛇一おそらくミノス文明に由来する医術の象

　　徴4Lを伴って，夢にその温容を現わし，親しく手

　　を触れ，薬を与え，ときには手術さえもして（！）

　　去る。夜明けとともに患者はその病が癒されてい

　　るのを見出して驚喜する。

　これはさきにも言われた有名な神殿医療の典型的な

一例であるが，このような祭儀的医療はヘレニズム期

になってその全盛時代を迎えたとされる。そしてこれ

と平行して一あるいはむしろこれに先んじて一ヒポク

ラテス医学の先縦ともいうべき，ホメロス以来の古典

的伝統があったのである。
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　ホメロスことにその『イリアス』を読んで気付かさ

れることは，古代オリエントの世界によく見られる呪

術的要素（magical　elements）の少ないことである。

たしかに病気は神々の怒りによって人間の世界に送ら

れるし，神話の常として，種々の異象に満ちているの

は当然だとしても，不気味な呪文や呪術はなく，神々

も英雄たちもむしろ明るい合理性や経験性（rational

empirical　elements）に立脚一もしくはそれと両立す

るかたちで一即応するあり方をしていることに注目さ

せられる。

　『イリアス』第二巻末尾，いわゆる船軍の目録，の

中にトリッケイ，イトメー，オイカリエーなどテッサ

リア地方の町々の名が挙げられているが，ホメロスは

　　この地に住まう勇士らを，アスクレビオスの二子

　　　にして

　　すぐれし医師（くすし）マカオーンとポダレイリ

　　　ナスが率いたり5）

として，二人の医師を挙げている。このうちマカオー

ンは，トロイアのパンダロスに射られたギリシアの勇

将メネラナスの手当をする記事で有名である。

　　すぐれし軍医マカオーン，妙技はさながら神のご

　　　と，

　　真中に立ちて負傷者の帯に手を入れたちまちに

　　鋭きその矢抜き去れば，鋭き嫉砕け落つ…

　　また猛毒の矢の入りし傷をつぶさに見てとりて

　　血を吸い出だし，熟練の医師は薬をその上に

　　塗りたり，昔ケイロンが，その父愛（め）でて給

　　　（た）びしもの6）。

　この終の行の「その父」とは，いうまでもなくアス

クレビオスであり，ケイロンはケンタウロス，すなわ

ち古代テッサリアの蛮族の名で，のちに半人半馬の賢

明な怪物と信じられるようになった存在，の一員であ

る。ここから見るとアスクレビオスは明らかに伝説中

の人物であるが，早くもヘシオドス7）（前8－7世紀）

やピソダロス（前518－438）8）の時代には神格化され，

やがて前述の神殿医療へとつながって行くことにも

なった。しかしそれとは別に，ホメロス医療の象徴と

してのアスクレビオスを理想として崇める医師たちの

ギルド9）とでもいうべきものがあったと推測される。
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　ここに用いられた「ギルド」とは周知のように歴史

用語としては，共同基金（cf，　Geld）を設け，または共

同の目的を遂行するために広く西洋中世に行われた各

種の交友団体で，やがて近世の同業組合を指すが，ロー

マではコレギウム（複，コレギア），ギリシアではヘタ

イリア（複，ヘタイリアイ），シュノドス（複，シュノ

ドイ），コイノン（複，コイナ），テクニテース（複，

テクニタイ）などと呼ぼれたものに当たる。このうち

ヘタイラは（同年輩の）仲間，（目的を一つにした）協

同団体，シュノドスは（相談のための）会議，（同業者）

組合，コイノンは（利害をひとしくする）公共体，連

合会，テクニテースは技術者集団，といった意味をも

つが，実際にはこれらの間の区別は必ずしも明瞭では

なく，大略似た意味で用いられたらしい。こんにちの

クラブのようなものから国家レベルの連合体までいろ

いろあったわけである1°）。自発的なものである点で国

家その他の公的機関と異なり，永続性をもっている点

で単なる集会と区別される，といえる。

　たとえぽ，古典期ギリシアには，いわぽ国教ともい

うべき，オリュンボスの神々の祭典が各地で行われ，

これに参加することは国民的義務とされたが，何の教

義もなく自発性も要求されず，その祭りもたんなる行

事とされたのに対して，教義を持ち個人の意志によっ

て入会が許され，魂の救済を約束したディオニュソ

ス・ナルペウス教団などはその典型的なものといえる

だろう11）。またこれに付随していた，たとえば音楽や芝

居などの技術家集団などもテクニタイ，シュノドス，

コイノンなどの名で呼ぼれていた12）。

　こうした集団はのちのギリシア・ローマ世界には

いっそう多くなり，デロス，ロドス島などの国際的商

業地などを介して，男女，自由人と奴隷，ギリシア人

と異邦人との区別なく，志ある者はそのメンバーとな

りえて，凡ゆる差別をこえた共同体を実現して行く傾

向の一典型となった13）。

　またその種類も，医者，金融業者，建築家，染物屋，

洗い張O，，洗濯，皮なめし工，靴屋，石工，金工，土

工，大工，農夫，庭師，漁師，パン屋，料理人，床屋，

ミイラ職人，運送屋など，種々雑多であるが，経済的

利益というよりも，共同の信仰や信条をもとにした交

友団体という色彩が強かったらしい14）。その際の信仰

といっても極めてゆるやかなもので，その仕事の守り
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神とされている神格的存在を，儀式的に敬い，祭るこ

とが行われていたが，信条ときまりは厳格なもので，

制裁もあったと思われる。

　たとえぽ紀元2世紀の後半のものと推定されるある

碑文には15），ディオニュソス教団のパッコス祭の総会

のあり方が記されている。それによると会員としての

承認，登録，会の秩序維持の工夫，これに背いた者の

罰則，その会合の中心的位置を占める宗教儀式，会員

の情報交換，冠婚葬祭への協力などがメンバーの心得

として記されている。これはこの種の共同体が会員相

互の利益をはかる自発的共同体であるために必要なこ

とであり，それが他への奉仕を業とするものであるな

らぽ，他からの指弾を招かぬためにも，相互の自主規

制が必要となることはいうまでもない。
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　ギリシアの古典的社会は前5世紀にはすぼらしい発

展をとげたが，その前世紀にはすでにクロトンとキュ

レネに最初の医学校ができたことが知られている16）。

このうちクロトンからは当時最も有名であった医者デ

モケデスが出，アイギナ，アテネを経て，サモス島の

潜主ポリュクラテスの宮廷で高評を博し，前522年この

f替主の死後は，ベルシア大王ダレイオスのもとで寵愛

され，そののちクロトンに帰った。歴史家のヘロドト

スは彼のことをその『歴史』3．125および129－37で

生き生きと描き，

　　クロトン人が医師としての名声を博するに至った

　　については，この人に負う所が最も多い。このこ

　　とがあったのは，あたかも，ギリシア中で医師と

　　してはクロトン人が第一，キュレネ人が第二と称

　　された頃に当るのである17）。

とのべている。そしてその地域でピュタゴラスが活躍

していたのはまさにその頃と思われるのである。

　すなわちピュタゴラスは前570頃，サモス島に生ま

れ，エジプトなどで学んだのち，帰国したが，ポリュ

クラテスの借主制を嫌って国を去り，当時ギリシア人

の植民市であったクロトンに移住して，のちにピュタ

ゴラス教団といわれた，自由かつ自発的な学問・宗教・

政治共同体をつくった。これが当地で大きな影響力を

もち，前510年頃，隣国シュバリスから攻撃を受けた際

にも，町を守る大きな役割を果たしたことはよく知ら
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れている。ちなみにこの時，町を守るために軍隊を指

揮したのが有名な競技家ミロンであって，前述デモケ

デスは彼の娘と結婚している18）。

　ピュタゴラスの思想や学説についてここでのべる余

裕はないが，ピュタゴラスを中心とした共同体はソク

ラテスの時代にはすでに有名であって19），そのうちの

修行者（Pythagoreioi）は，賛同者（Pythagoristai）

と異なり，財産を共有し，生涯共同生活を続け，潔き
　　　　　　　　　　　　　　タブ－
生活をし，殺生を避け，多くの禁忌を守ったことなど，

何か，仏教のある派の教団の特徴と似た所があること

に気づかされる。

　しかしその宗教の浄めには医術と音楽と数学が大き

な役割を占めていた。このうち医術の分野では，

　　養生に関する分野を一番受け入れ，この分野につ

　　いて最も詳しかった。そして飲物と食物と休息と

　　の徴候をまず詳しく学ぽうと努めた。次に，あて

　　がわれる食物の調理そのものについて研究し，詳

　　細に規定しようと努めた，ほとんど最初の人びと

　　であった。（中略）薬品はあまり是認しなかったが，

　　その中で外傷に効くものを一番多く使用した。し

　　かし手術や焼灼の手段は受け入れることが何にも

　　まして一番少なかった，云々2°）。

とある。この報告のうちに含まれるいくつかの特徴的

事実については，やがて検討されることになる「誓い」

の主要部分での考察に委ね，ここでは上述の共同体の

あり方に注目しておくことにしたい。

5

　以上の予備知識の上で，「誓い」の文章の第一部とも

いうべき冒頭の部分を読んでみよう21）。

　　私は誓約します。医神としてのアポロンとアスク

　　レビオスとヒュゲイアとパナケイアおよびすべて

　　の男と女の神々にかけ［これらの神々を証人とし

　　て］　私の判断と力の限りをつくして，以下の誓

　　いと以下の誓約箇条書きを完全に実行するであろ

　　うことを。一まず（1）私にこの技術を教えた方を私

　　の肉親同様と心得ます。また（2）暮らしを共にしま

　　す。そして（3）必要に応じて金品を分け与えます。

　　また（4）この方に由来する一族を自分の男きょうだ

　　いたち同様重んじます。そして（5）この技術を学ぶ

　　ことを彼らが求める場合にはいつでも，代価や誓
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　約箇条書なしで［医師としての］心得や講義やそ

　の他あらゆる知識を伝授します。これらを教える

　のは（6）私の息子たちと私を教えた方の子息がたに

　ですが，また［医者の］きまりによって，誓約箇

　条に署名させられ，かつ誓わしめられた弟子たち

　にも（同様にいたします）。しかしこれ以外の他の

　何びとにも［伝授いたしません］。

　　　　　　　　　　　　　　　　［］は補訳。

　「誓い」のこの部分の文体および誓いの形式やそ

の意味については前述したので22），ここではその内

容をよく読んで，この共同体のあり方について考え

てみたい。

　まずこの部分に登場する人物であるが，「この技術

（医術）を教えた方（師匠）」「（それを教わった）私

（徒弟）」「（師匠の）子弟」「（自分の）子弟」「（その

他の）徒弟」が主役である。「私の両親」「師匠の一

族」「私の兄弟」「これ以外の人びと」は脇役的位置

を占めている。

　これらの人物相互の関係はやや複雑である。徒弟

と師匠とは，それが血縁上の親子関係にない場合で

も，血縁の親子間における保護と奉仕の関係に倣っ

て，生活を共同にし，徒弟は師匠の必要に応じて金

品を分け与えるぼかりか，その配慮は師匠の一族に

も及ぼされる。

　昔の技術は父子相伝の趣が強かったが，この場合

にも例外ではなく，そこには当然自分の子弟と師匠

の子弟が含まれる。しかもその際，自分の子弟と師

匠の子弟とは，異なった意味においてではあるが，

いずれも代価や誓約箇条書の提出を免除される。こ

れに対してその他の徒弟志願者にはこの両者の提出

が義務づけられ，慎重な吟味を経て，この術が伝授

されることになる。

　伝授される事柄には心得（palanggelies），講義

（akroesios），知識（mathesios）の三つが挙げられ

ているが，これらをそれぞれ，医師としての教養に

かかわる一般的心得，専門についての口頭の授業，

施術中の実習指導ととることができるかはさてお

き23），こんにちの医学教育の各部門の萌芽らしきも

のが含まれているとはいえるであろう。そしてこれ

らの全体は門外不出の秘教的（esoteric）性格を持っ

ていたのである。
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　以上見たように，この医術伝承の共同体は，血縁

共同体的団体観に色濃く染められている。しかしこ

の団体がもはや世襲的なものにとどまらなくなって

いることは，この「誓い」の存在そのものがこれを

示している。すなわちこの「誓い」を誓わされる者

は，医師の子弟ならざる徒弟（apprentice）であって，

こうした者たちが次第に多くなり，医師の世襲制そ

のものが崩れかけてきている社会を想定させるとい

うことである。

　ヒポクラテス集典の世界は，一以下の続稿でやが

て見られるであろうように一本稿冒頭にふれた神殿

医療の世界とは明確な一線を画したものであった。

それは時代の相違ではなく，医に対する姿勢の相違

であった。すなわち，古代オリエントの宗教にもつ

ながる，権威と伝承とを重んずる厳粛な神官的祭儀

的精神と，ホメロスの世界観にもつながる，明るい

実証的知性的科学精神との相違であった。

　この科学的精神が医術の効力を確実にし，その可

能性を飛躍的に拡大したことに疑いはない。しかし

科学が本来的に持つその普遍性への志向と，狭い地

縁血縁的共同体に守られてきた風俗習慣を相対化す

る解放的効果は，また同時に，好奇心その他の欲望

を無限に許容する傾向を助長し，結果として，病み

悩む患者への同情という医の原点から逸脱し，ひい

ては医者自身への不信不評をももたらす惧れもまた

生じてくる。

　この時代に同業者集団としてのギルド的なものが

どの程度にまで普及していたかを確定することはむ

つかしい。しかしこの時代において一種の宗教的倫

理的共同体でもあった古代の都市国家（ポリス）が

解体し，国民意識が世界市民（cosmopolites）への

それと拡大されるにつれて，医師の集団もまたあら

ゆる人々に開放されることになり，従来の世襲的教

育の中で，人間として当然もつべきものと期待され

たエトス（良習）一つまりエートス（倫理）の前段

階たる「しつけ」一の教育が弛んできたらしい。こ

のことはヒポクラテス集典中の義務論
（deontology），つまり患者に対して医者の守るべ

き態度を論じた小論集を見てもうかがわれることで

ある。
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　たとえぽ『品位について』（peri　euschemosynes）

という文章には，患者の部屋への入り方や入ってか

らのふるまい方についての，きめ細かい注意が数多

く含まれ，着物の脱ぎ方24）から威厳ある態度，簡潔な

話し方，沈着冷静さにふれ25），検診26）や患者の心理27）

などにも及んでいる。また『箴言』（paranggeliai）

にも，謝礼のことをあまり早く切り出すなとか28），助

言をうけるのは恥ずかしいことではないが，助言者

も公然と争ってはならず，ほかの医師の見立てをあ

げつらってはならぬ29）といったエチケットが加わっ

ている。意地の悪い見方かも知れないが，当時この

ような無礼が間々行われていたのではないかと推測

されるのである。そしてこのような事態の中で，し

つけの原型にある父子相伝的あり方を生かし，情感

的包容性のある人間関係のなかで，この術知の伝承

を確実なものにしようという意図が働いていたので

はないかと思われる。

7

　すでにさきにも見たように，宗教と科学の接点に

共同体を据え，医学と音楽を肉体と精神への浄めと

して重視したピュタゴラス教団はクロトン医学と極

めて密接な関係にあった。ヒポクラテスの「誓い」

もこの線上のものと考える学者があって3°｝，かなり

の説得性を持つ。しかしピュタゴラス派の人間関係

は，共同生活，タブーの厳守という点で，「誓い」の

人間関係と似ているが，始祖の言葉が絶対的権威を

持つ反面（autos　epha　r子曰く」），師弟関係の中に

父子相伝的関係を入れたりすることの証拠は不十分

である。この相違はむしろたとえぽ，ピュタゴラス

の弟子で，解剖学の祖でありながら31暖乾冷湿の諸

力（dynamis）の同権（isonomia）を健康の原理で

あるとする，いささか形而上学的な病理論を提唱し

た，クロトンのアルクマイオン32）と，呪術的宗教的要

素を洗い落とした経験的合理的な医術と医学を志向

したヒポクラテスー派との相違であろう。彼らは

ピュタゴラス教団がその中心思想とした自然学や宇

宙論とはことなり，助力を待ちこがれている個々の

病人をつねに目の前に据えて，その具体的助力者た

らんとした臨床中心の医療者として，科学を重視し

ても，形而上学的ではありえなかったのではないか。

45

　こうしてこの「誓い」の筆者は，古代市民国家の倫

　理的宗教的基盤を確保しえず，されぽとて強力な個

　人宗教の信仰とエートスをも強要しえない医師集団

　のメンバーとして，当時行われたギルド的組織の中

　に父子相伝的な人間関係を生かし，その中で医師と

　しての人間づくりを企てたのだと考えられる。

　　とはいえ単なる父子相伝的な人間関係だけで，ヘ

　レニズム・ローマ世界に住む人間の人間づくりがで

　きるとは，当時の人びとの人間感情からは考えられ

　ないことであったろう。この「誓い」の記者が，そ

　の冒頭に，アポロン，アスクレビオス，その子たち

　という，三代の父子相伝というかたちで，誓いの証

　人を並べたのは，当時盛んになりつつあった種々の

　結社の入会誓約書のひそみに倣う以上の意味がこめ

　られていたからであろう。すなわちこの「誓い」に

　唱われていることは単なる家父長の要請であるぼか

　りではなく，医祖たちの意志でもあり，メンバーは

　畏敬と慎みの心をもってこれを受け入れ，誓わなく

　てはならないということである。

　　しかしその神は，ストア派のクレアンテス（前

　331－232）が宇宙を生物体と見なし，神をこの宇宙

　の霊魂，太陽をその心として，このような意味をこ

　めてその導きを祈った，宇宙神ゼウス33）ではなかっ

　た。いわんやおのが独り子を与える程に世を愛した

　キリスト教の神34）ではなかった。それは古典期ギリ

　シアのポリスの信仰が生み出したオリュンボスの神

　にまでさかのぼらせた同業者の神々であった。いわ

　ぽ同業者の神格化であった。ここから出るしつけや

　倫理綱領は結局自分たちの利益に還元されるもので

　あった。そのことはこの「誓い」のむすびの次の文

　章に明らかである。

　　さて私がこの誓いを完全に実行して破ることがな

　　い場合には，どうか私がいつまでもあらゆる人び

　　との間で称賛され，私の生き方と技術との稔りの

　　喜びをお与え下さい，しかしこれらを犯しまた誓

　　いにそむく場合は，これらとは逆のことがらを［お

　　与え下さい］。35）

　ここに個人的にも一従って団体としても一それが目

ざした功利主義的目標はおおうべくもない。それゆえ

にこの「誓い」は，その家父長的色彩とともに，この

ような同業者集団的倫理綱領の性格を温存しつつ，

ローマ帝国に入り，やがてキリスト教世界に入って大
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きな変改を受けることになるのである。

8

　ローマ時代の同業者集団ともいうべきコレギアが西

ローマ帝国滅亡後どうなったかは謎につつまれてお

り，これと中世ギルドとの間につながりがあったかに

ついても論争が続けられているという36｝。しかし中世

の同業者集団としてのギルドは，会員の相互扶助や協

力という目的の背後に，神を敬い，兄弟愛に生き，社

会全体の福祉をも目指すという至高目標を持ってい

た37）。　、

　このことは中世の徒弟制度（apprentice　system）に

おいても見られる。よく知られているように，中世の

ギルドの中には，親方一職人一徒弟という段階があり，

徒弟になる年齢は10－16才で，期間は凡そ2－8年程

度であった。親方の家で寝食をともにし、技術を修め、

さらに3年間ほど職人として働いたのち，「親方作品」

（Meisterwerk，　masterpiece）を提出して試験に合格

すれぽ独立の親方になることができた38｝。このような

中で，特別有力な組合の集団が，都市行政を支配する

ことに成功した時でさえ，ギルドは通常，自分たちの

経済上の利益よりも，都市全体の利益を優先すること

のほうが大切であることを認識していた，という39）。自

分たちのグループの利益繁栄やそのための温情主義よ

り高いものに注がれていた彼らの視線に注目させられ

る。

　このような師弟関係（leader　follower　system）の日

本的表現として「親方子方関係」があり，仲間生活の

有力者がオヤカタとして指導的立場に立ち，追随する

コカタの生活万端の庇護に任ずるかわりに，その奉仕

を求め，コカタはその責を果たすことで生活の保障を

得るという仕組みは，よく知られている。柳田国男に

よれぽ，

　　オヤコは本来タテ（上下）の人間関係をさす語で，

　　特定の生活仲間ないしは労働組織における統率者

　　（オヤ）とそれに従うもの（コ）との関係を広く

　　意味した。漢字の「親」をあてて，「生みの親子」

　　に限定するにいたったのはのちの分化で，そのた

　　め一般のオヤコも親方・親分＝子方・子分と呼び

　　分けるようになった。

という4°）。この説の当否はしばらくおくとしても，親方

子方の結び付きは全人格的であり，保護と奉仕の内容

が契約という理性的意志的選択決断によるものでな

く，いわぽ相互の共同的信頼感に立ち，理性的である

よりは情感的包容性をもっている点で，血縁の親子間

における保護と奉仕の関係と似ていることはいなめな

いであろう。

　このような親方子方関係は生活のいろいろな所でい

ろいろな形で表われているが，上のような性格を一様

に持っている。いわゆる「タテ社会の人間関係」41）にヨ

コの人間関係がつながる有様を社会科学者竹内利美氏

は次のようにのべている。

　　上下というタテの人間関係が卓越し，それに同輩

　　としてのヨコの人間関係が随伴する…。兄弟分と

　　いう同輩関係は同一の親方に所属する子方同士の

　　間に限定され，広いつながりを生じなかった。タ

　　テの人間関係の卓越傾向は日本社会の久しい伝統

　　であろうが，職能身分制と家制度を支えとした近

　　世の社会体制が，特にこの傾向を支えていたとい

　　えよう。云々42）。

　こんにちここに記された職能身分制と家制度は，制

度としては，ほぼ完全に解消したといってよかろう。

しかし親方子方関係は依然として職場の人間関係を動

かす実質的な力の源泉ともなり，個人の生活を裏から

保証する支えともなっている例も多い。ふたたび竹内

氏の言葉を借りれぽ，

　　実力者中心のこうした私的結合，いわゆる派閥は

　　政界，官界，財界，学界，芸能界などあらゆる領

　　域に形成され，いずれも古い親方子方関係を色濃

　　く受継いでいる。厳格な制度下に組織された近代

　　の巨大な官僚制度社会機構の内部には，こうした

　　インフォーマルな伝統的人間関係は広く再生し

　　て，それをあやつる実質的な力をなお備えている

　　といえないこともない43）。

ということになる。

　このことは実力者が容易にカミとなり，神格化され

ることの多L・わが国の人間観や宗教観に起因するとこ

ろが多いと考えられるが，また物事を理性的意志的に

とらえる傾向の弱さにもよっているともいえよう。こ

の点日本の共同体は「誓い」の共同体に重なる面を持っ

ているのであって，日本の伝統的生活感情に生きる者

にとって理解するには容易であるが，西洋においては

古代ローマ以後，主としてキリスト教倫理と科学的精
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神によって次第に克服されてきた事柄であることに注

目させられる。そしてこの消息に注目することはわれ

われの共同体の行方と課題に心を向ける重要な一助と

なるであろう。　　　　　　　　　　　（この項終）
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